
第２回学校運営協議会 議事録 

 

【日 時】令和８年９月 11 日（金）、15 日（火）９:30～11:00 

【参加者】11 日（金）４人 

     15 日（火）２人 

 

【校長挨拶】 

・安全対策については高い意識をもって、不測の事態に備える。いざという時に

行動できるよう専門家を招いての実地訓練やマニュアルの確認を起こ案って

いる。 

・後期の学校経営に向けて、参画型の学校経営に力を入れる。 

・共生共育について、持続可能な取組になるようにしていく。 

 

【授業参加】中学部 自立活動「みんなでボッチャをしよう」 

 

【感想・指導助言】 

・生徒が友達の強いところ苦手なところが分かって接していた。大人もこどもに

アドバイスをしてしまいがちだが、見守っている様子があった。 

・いろいろな実態があるなかで、『学校』としてつながろうとするとどうしてい

いか分からない。得意なことできることを具体的に出すことでつながりやす

くなるのではないか 

・得意なことで役割分担をすることで、実態にあった参加の仕方が考えられるの

ではないか。 

・実際にこどもたちと活動をして、こどもたちのことや学習のことを知って、心

強く思った。 

・地域にはいろいろな人がいるので、掃除以外でも「お茶会」や「バザー」「ま

つり」など一緒にできるのではないか。地区の寿老会にいろいろなサークルが

ある。何か学校でやりたこととマッチするのではないか 

・はじめは緊張している様子があったが、 「めめる」ことで生徒の表情が柔らか

くなった。「めめること」大切にしたい。 

・『地域』＝『企業』という考え方もできる。『地域との交流』として企業と学校

の交流という形もあるのではないか。今後の雇用率の上昇を考えると、大人も

こどもも地域として関わっていることはプラスになる。 

・卒業後、知らない大人と関わる「対人関係」が必要になる。学生のうちにいろ

いろな人と接することも大切。 

・授業で野菜作りを行っていて、こどもたちの表情も良いので、農業に携わって

いる方を呼んでみるのも良い。 


